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【RISORINC-NET Software NET-C / NET-D:G における共通の制約事項】 

・RISO-ADMINから IPアドレスが設定されていない状態（IP ｱﾄﾞﾚｽ 0.0.0.0）の印刷機を
検出できません。そのため IPアドレスの設定ができません。リソグラフ本体のパネルで
IP アドレスを設定するか、WindowsVistaTM以外のＯＳが入っているパソコンからソフ

トウェアを起動し IPアドレスを設定してください。 
・RISO-ADMINおよび RISO-MONITORにて、FTP送信をする際、Windowsのファイア
ウォールのブロック解除が行われていない場合は正常に送信ができません。Windows の
ファイアウォールの設定でブロック解除を行い、PCを再起動すれば正常に送信可能とな
ります。 

 
【RISORINC-NET Software NET-C における制約事項】 

・インストール後、パソコンを再起動しないとスタートメニューにアプリケーションが追

加されません。 
・RISO-MONITOR のヘルプボタンを使用することができません。取り扱い説明書をご利
用ください。 

 
【RISORINC-NET Software NET-D:G における制約事項】 

・スタートメニューから RISO-PRINTを起動すると正常に起動しません。ポート作成を行
うにはプリンタドライバのプロパティの「ポート」からポート追加を行って作成してく

ださい。 
 


